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公募参加事業者　各位

横手市市民福祉部子育て支援課

TEL　0182-35-2133

FAX　0182-32-9709

このことについて、質疑がありましたので次のとおり回答します。

番号
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質疑応答書

件名：横手市学童保育施設管理運営委託事業者募集について

質疑

申請書や事業計画書、収支計画書は学童施設
ごとに作成し、提出する必要がありますか。

申請書および事業計画書は、１部の提出で差し支
えありません。
具体的には、
①申請書
・学童保育施設の名称→〇〇小学校区（＃＃箇
所）、△△小学校区（＃箇所）
・施設の所在地→別紙一覧のとおり
②事業計画書
運営に資する各事業者様の工夫や体制はどこの学
童保育施設でも共通するものと考えます。
特筆すべき点がありましたら、当該項目内にて、
学童保育「□□」では～を行う。学童保育「☆
☆」では～とする。
といったように項目を付けて下さい。
また、収支計画書につきましては、各学童施設ご
との提出をお願いいたします。

回答

学童を運営していくにあたり、学童施設に関
わる職員について、保育園の職員との兼務と
いう形を取ることは可能ですか。

兼務は可能と考えます。
ただし、保育所の保育士の最低人員配置基準を満
たしていることが前提となります。そのうえで、
最低配置基準を超えている保育士に該当する人
は、学童支援員Bとして兼務は可能です。
その際、保育所および学童保育の勤務シフトや勤
務時間が明確に区分されて管理されていることが
必要となります。
なお、学童運営に係る事務補助員として、兼務と
なる場合はこの限りではございません。放課後児
童支援補助員扱いとするならば、明確に勤務時間
の区分は必要です。
学童保育運営に係る事務補助員分の人件費は、学
童保育委託料に計上することは可能です。

学童の公募にあたっては、市ホームページ以
外でも委託先を募っておりますか。

市ホームページのみで公募を行っております。
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様式２　１－4自主事業とは具体的にどのよ
うな事業ですか。例えば遠足、将棋教室など
は自主事業でしょうか。

自主事業とは、「利用者満足度や魅力の向上を図
るために受託者独自で行う事業」であると考えて
おります。
受託者が自己の責任と費用で企画・実施する事業
を指します。
具体的な例として、季節のイベント、地域交流活
動等が挙げられます。

会計年度任用職員の平均年齢は何歳ですか。 平均55.2歳です。

アルバイト職員の1か月の労働時間や年間の
勤務時間はどのくらいになりますか。

1ヵ月の労働時間平均は506時間（年間の労働時間
合計は6,076時間）です。
多い方で1ヵ月の出勤日は13日程度、少ない方で
1ヵ月の出勤日は3日程度です。

土曜日や長期休暇中における学童職員の勤務
形態はどのようになっていますか。

土曜日は利用児童が少数であることが多いため、
小学校区毎に一つの学童施設にて合同保育を行っ
ております。
勤務シフトを別に組み、複数の学童施設のあると
ころは、おおむね1支援単位から1人ずつ出勤して
おります。
また、長期休みは7時30分～19時00分の開所時間
としており、勤務シフトにて管理しております。
支援員及び補助員は、週5日以内で一日あたり7.5
時間、週37.5時間以内の範囲で勤務いただいてお
ります。
アルバイトは週5日以内で一日当たり7.5時間、週
15.5時間以内の範囲で勤務いただいております。
範囲外の勤務については、時間外扱いとしており
ます。

加配とはどのような意味でしょうか。
目離しならない児童の対応のため、障がい関係の
資格や保育士等の資格をもっている常勤支援員を
増員し対応することを指します。

社会保険の加入状況はどのようになっていま
すか。

アルバイト職員を除き、支援員と補助員は雇用保
険及び社会保険に加入しております。

消耗品はどのようなものがありますか。
教材や図書代、おもちゃ代として消耗品費の支出
をしております。

おやつの購入頻度はどのくらいですか。
また、月どの程度の費用が必要でしょうか。

購入頻度については、長期休暇中は多くなります
が、おおむね月2～3回程度です。
月費用は1支援単位（40人）35,000円を基本とし
ております。
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指導計画の作成は誰が行っており、誰が管理
していますか。

現在、指導計画は運用しておりません。
当市として、学童は指導の場ではなく、保護者が
安心して就労するための、放課後の生活の場と考
えております。

各学童の避難訓練実施状況についてご教示く
ださい。

年1回～2回、洪水や土砂災害からの避難を想定
し、訓練を実施しております。
また、地域によっては避難所開設訓練等に参加し
ております。

アレルギーの児童にはどのような対応をして
いますか。

保護者から留意事項を聞き取りし、場合によって
はおやつを持参していただくようご協力をお願い
しております。

支援員や補助員はどのような研修に参加して
いますか。

各自、職種に応じた研修を受講するよう努めてお
ります。
（支援員認定資格研修、接遇マナー研修、児童厚
生員研修、支援員資質向上研修、障がい者対応研
修、防火管理者研修など）

運営委員会等、関係機関や団体の有無につい
てご教示ください。

現在、運営委員会は組織しておりません。なお、
委託化に伴い受託者と市とで委員会の組織化を検
討しております。

苦情や要望等のご意見をいただくことはあり
ますか。

児童同士のトラブルの鎮静化に際し、対応に不備
があったことから、ご指摘をいただきました。学
童職員への情報共有及び接遇マナー等の向上に努
めています。

1日の活動の流れについてご教示ください。

時間割で1日の流れを作成している学童もあれ
ば、そうでない学童もございます。
大まかな流れとしまして、下校後の手洗い・うが
い、学校の宿題、読書やぬりえなどの静か遊び、
おやつの時間等を設けています。


